インドビジネスの今後 : 今こそインド市場に向けて攻めるべき絶好の時 (アジア展開を加速する日本企業[アジア・国際経営戦略学会]第3回報告大会講演) by 西村  幸浩
講 演
際 ンEビジネスの 冷 後 纏 量
インド市場に向けて攻めるべき絶好⑳縣羅
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蕪式会縫モナ　代表取締役難長、一般社団法人横浜インドセンター　理事
　株式会社モナの西村幸浩と申します。よろ
しくお願いいたします。私のお話は本当に荷
が重いというか、前大使であられたり、イン
ドに駐在をされたりといった方に比べます
と、インドの経験ということでは、行っても
年に数回、それも1週間程度 という形なので
どこまでお話しできるか不安です。逆に出張
で短期間に訪れた商人、ビジネスマンの立場
として見てきているもの、たまに行くからこ
そ分かる。そういった立場でのお話をさせて
いただければと思っています。
　インドで新 しく建てられている高層建築と
英国領当時からの建物、両方 とも同じムンバ
イの街中の写真です。
　今のインドは発展速度が速い面があると思
えば、昔ながらのものが残っています。
　一言で語 りつくせないのがインドです。
　最近ではやっとインド経済の魅力が言われ
始めましたが、日本企業の進出という意味で
は、まだなかなか盛 り上がってこないなとい
う気がします。インドの魅力を簡単に言いま
すと12億の人口、安定 した政治体制、英語
が通じるとか、ITはトップクラスであるな
ど。それだけ魅力が多いのに、盛 り上がって
こないのかということを今日はお話させてい
ただきます。その一つの理由は、絶対的な情
報量の不足 ということです。メディアでも意
外と取 り上げられる機会が少ないことと、イ
ンドへの旅行者も少なく、インドに関する直
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接の情報も少ないことがあげられます。日本
にもインド通はいますが、あまり人前でイン
ドの話をあまりしないような気もします。
　私どもの会社はインド専門ということでイ
ンドからの輸入を専門に今までやってきてい
ます。実際に身の回りにいる人たちはインド
にもう30年来ずっと行っています とか、50
年来ずっと取 り引きしていますとか、インド
に駐在 していましたという方がいらっしゃい
ます。そういったインドの達人が意外とイン
ドの話はなかなかされてこなかったというの
が現状なのかなと。私がお話 しできるのは本
当に年に1回か2回行っているという中です
けれども、逆に言うと、だからこそ見えてく
ることもあるのかなということで、去年あた
りからお話をさせていただいています。それ
がきっかけで今回お呼びいただいたというこ
とになります。インド専門商社、輸入業者と
しての視点、友人から聞く話、たまに行くか
らわかる変化 というところをお話しいたしま
す。
　インド専門輸入業者としての視点というと
ころで言いますと、私どもの会社は15年前
はまだ衣類の輸入をインドか らしていまし
た。その当時を振 り返って、こんなことが
あったなということを簡単にご紹介させてい
ただきます。当時、ちょうどアパレル業界で
は韓国や台湾で作っているところがまだ多く
て、人件費も安いので中国でやっと作 り始め
ましたという当時です。その中国とインドと
コス トなどを比べますと、インドはもともと
わりとそれなりの設備がそろっていたので、
ものを作るには作るのですが、日本人の感覚
からするとちょっと満足できるようなものは
まだできない。なおかつ少量多品種を作 らせ
るとそれなりにこなすのですが、中国あたり
と比べると大量に安 く作るとか、きれいに作
るということができませんでした。そういっ
たところで私どもの会社では衣類は中国にか
なわないと思ったものですから、インドの企
業が世界で見た場合に競争力のある分野であ
るバイオや食品原料などに移ってきたので
す。
　ちょうどその当時によく言われていたの
が、ITの2000年問題 という形で盛 り上が り
つつある当時でしたので、その当時インドの
IT企業に顔を出 した りします と、よく言わ
れたのがインド工科大学(IIT)という大学
があ ります。MITとよく比較されますが、
IITのトップクラスはその当時15年前であっ
ても、アメリカのIT企業がこぞって青田刈
りするのだと。当時の日本円にして1000万
以上の年収だという話を聞きました。そのこ
とを思い返すと、ああなるほどなと今のイン
ドIT企業の発展を見ながら納得する部分 も
あります。
　語 りたがらないインド人たちというお話で
すけれども、知っているゆえに語 りきれな
い。広い国土ですので北から南まで都市に
よって、言葉や食事慣習など、ものすごく違
います。本当にそこをよく知っているからこ
そ、短時間で語ると間違って伝わってしまう
のではないかということか ら、なかなか 「イ
ンドというのはこういう国だよ」というのは
一言で語りつ くせない部分があって、語 りた
がらないのかなと。やはり先ほどもJETRO
の課長さんがお話 しされていましたけれど
インドビジネスの今後 15
も、駐在されていた知 り合いの方に 「インド
について教えてください」などとお話をする
と 「いや、もう3年も前のことだから」とか
「5年も前のことだから」とお話しされるの
です。それでもやはり日本においてはインド
の情報は少ないですから、いろいろ教えてい
ただきたいなと思いながら聞いている。そう
いった意味では広大な国土、多様な文化、所
得層の格差、それぞれがまったく180度違う
ような情報が入ってきてしまうというところ
があります。本であったり、報道であったり
という間接的な情報では伝わりきれない部分
があります。実際に本であれば、街中で売っ
ている本が2005年の出版ということになる
と、もう5年前の情報になってしまいます。
報道であってもある一定の条件の下に、こう
いったことをテーマにやろうということです
から、そこから外れてしまうような情報はな
かなか入っていないこともあると思います。
　本来は実際に行ってみてくるのが一番なの
だとおもいますが、インドへの渡航者や駐在
者が中国に比べると少ない。距離の壁、費用
の壁が結構大 きいと思います。旅費や人件費
等です。まず1つですが距離。直行便であっ
ても10時間ぐらいかかってしまいます。時
差は3時間半ぐらいしかないのですが、平面
の地図上で見るとそれほど遠 く見えないので
すが、意外 と直行便も少ないですし、ちょっ
と行って帰ってこようというときに、インド
の出張は2泊3日 で帰ってきましたというの
はあまり聞かないのです。ちょっと行こうと
思っても飛行機の乗り継 ぎのために4泊、5
泊の出張になっていましますのでちょっと行
きづらい。感覚的には日本人からすると、も
しかするとヨmッ パやアメリカよりも遠い
のかもしれないなと感じます。さらに航空券
は案外高いと思います。ツアーもそういった
意味ではなかなか思ったような、ビジネスマ
ンとして見ると行きやすいものがないのかな
と。インドというと南インドに行こうという
話をしていても、タージ ・マハルへ行けるか
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なと言われるのです。タージ ・マハルという
のはデリーの近 くですので、タージ ・マハル
に行きたいと言われた途端に1泊 余分にか
かってしまうとか、そのようなこともあ りま
す。
　 さらに大都市ではホテルや住宅、オフィス
の家賃がものすごく高いのです。一例を挙げ
ますと、ムンバイの一流ホテルですと、大体
1泊で5、6万 してしまう。街中でホテルを
取ろうと思うと最低でも2、3万 円からとい
う形になってしまいます。郊外に取れぱ確 か
に安いところもあ ります し、地元の人たちが
泊まるようなホテルであれば、もちろんずっ
と安いところもあ ります。日本人が満足でき
るようなところというと、高いところしかな
い。ムンバイというところは古 くからの建物
があって、住んでいる人たちがいるというこ
とで、日本が高度成長期に地上げをして建物
をどんどん造 り替えたのとは違って古い建物
が残っていますので、そういった意味で限ら
れたところに集中してしまいます。オフィス
だったり、日本人の駐在員が住むようなとこ
ろはそれこそ月50万す るという話を数年前
から聞いています。それから人件費というこ
とで言いますと、日本企業が使うようなマ
ネージャークラスは結構給料が高いというお
話も聞きます。ジョブホピングはあたりまえ
で、より良い条件を目指して転職を繰 り返す
ことによってステップアップしていくという
感覚も若い人たちはあるようですので、人件
費が高くなっていくということがあります。
　中国 ・アジアへの進出との比較、過去のパ
ターンは通用しない国ということは最近痛感
しています。先ほどまでお話がありましたよ
うに、日本企業は安い労働力をもとめて海外
へ進出した。中国がだんだん高くなって き
た。そういうこともあってASEANに 出て
いこうと。まだ安い労働力がとれるしという
ことで出ていくのですけれども、先に例とし
てお話ししたようにインドで何かものを作ろ
うと思ったら、分野によっては、なかなか安
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くは作れないというのが現状だと思います。
安い労働力を求めて進出して、より良いもの
をより安く作ってくるというのが日本の企業
のモデルであるとすると、なかなか出ていけ
ないのかなと。実際に中国にしても、タイに
しても多分安い労働力を使って、それがゆえ
に収入が上がって くる、所得が上がって く
る。そこで消費購買力が出てくるので市場が
魅力的になって、そこも市場としてものが売
れるのだよというパターンだと思います。そ
ういったところもハー ドルになっているのか
なと思います。
　 インド人の収入が上がっている一例です
が、今年の1月末から2月に行ったときに、
ムンバイのマーケティングの大学院に行って
きました。ご覧のように女性 も多いのです
が、彼 らは大学 を出てどこかに一度就職 し
た。先ほどもご紹介 しましたようなタタとか
リライアンスという大手企業に勤めて、会社
のお金でマーケティングを学びに来ている。
また一人女性で したけれども、アーユル
ヴェーダというドクターの資格を取ってから
マーケティングを学びに来ている方もいらっ
しゃいました。インドにおいて上級の職に就
こうと思うと、マーケティングができないと
なかなか難しいのだと言っていました。
　高い教育を受けて、世界的にもシェアの高
い国際企業で勤めてさらに、高い地位や収入
を得るために大学院で学ぶ学生たち、彼 らの
情報源はアメリカでありヨーロッパであり世
界の最新の情報です。彼らの感性は日本人と
変わらないかそれ以.Lともいえます。
　インドを調べる上で難 しさがもう1つある
というのが、インドを1つの国としてとらえ
るのは難 しいということをご紹介したいと思
います。
　インドはどこかの国と比べるよりもEU
と比較をした方が分かりやすいというお話が
あ ります(表1参 照)。インドとEUと 日本
と簡単に書いてありますけれども、インドは
12億の人口がいます。EUが5億 ですので、
表1
人　口
面　積
ーー?
言　語
イ ン ド
約12億
3,287,263'方km
25州
21の主要言語
EUと の比較
　　　約5億
インドはEUの2.4倍
イン ドはEUの 約76%
27か国
23謡語
日本 との比較
日本の約9.4倍
日本の約8.7倍
表2
名口GDP　 　 　 　 　12,175億ドル
　　　 (日本　49,093億ドル　中国43,262億ドル　韓国9291億ドル　2008年度)
一入当た りGNI　　　1070ドル
　　　 (日本38,210ドル　中X13,940ドル　韓国21,530ドル　2008年度)
GDP成長率　　　　 6.7%
　　　 (日本一1.2%　中国9.6%　韓国2.2%　2008年度)
消費者物価上昇率　　9ユ%
　　　 (日本1.4%　中国5.9%　韓国4.7%　2008年度)
政策金利　　　　　　4.75%
　　　 (日本o.io%　中国5.31%　韓国3.75%　2009年12月)
　　　　　　　　　　　　(外務省発表日本及び海外主要経済資料2010年1月13日付から)
表3　GNIから割り返した平均月額と
　　　日系企業に勤める従業員の月額
　　　平均給与(単位:米 ドル)
平均(GNI÷12)
製造業作業員
製造業エンジニア
製造業マネージヤー
中国
328
217
448
887
イン ド
89
188
450
1034
EUの約2.4倍です。日本の人口と比べ ると
9.4倍。面積でいいますとEUの76%の面積
がインドー国です。日本 と比べれば8.7倍。
州で比べますと、インドは25州、EUは27力
国。インドの場合は州をまたがるときに関税
をかけられたり、言葉が違うということがあ
りますので、国とみなしてもいいぐらいのも
のではないかと。それから言語に関しても先
ほどからいろいろご紹介がありましたよう
に、ヒンズー語をしゃべれる人が6割程度と
言われていますのでインド人どうしでも下手
をすると言葉が通 じない。21の主要言語、
これは先ほど17とか14とかいろいろありま
したが、外務省の統計のところで拾った数字
です。そこには括弧書きで844の方言と書い
てありましたので、先ほどのように少数民族
が 「うちのも入れろ」というと多分増えてい
くということで、それだけあるのかなと感じ
ています。EUは23言語ですので、まさしく
1つの国として見るから攻めづらいというの
が今のインドではないかと思います。
　インドの都市部のスラムなどはよく写真や
テレビに出てくると思いますけれども、新興
住宅地は意外と報道されていないと思いま
す。これはアフマダーバー ドという人口300
万都市から車で30分ぐらい出た ところの新
興住宅地です。こんな形できれいに並んでい
ます。地方都市の郊外であってもこれだけの
住宅が開発されて、中流層がうまれていま
す。インドは本当にそういう意味でものすご
く差が大きい国だなと感じさせられます。
　そろそろ今日の本題に入っていきます。イ
ンド事情をどうとらえるか、全体の経済指
標、平均だけでで見てしまうと過ってしまう
ということがお話ししたい中身です。
　経済指標で見ると見過ってしまうというの
は、GNI、　GDPのお話です。今 日の資料に
も入れさせていただいていますが、日本や中
国と比べるとまだまだインドの場合は3分の
1から4分の1というGDP総額です(表2
参照)。ただ、それであっても韓国はもう既
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に抜いているというのが意外と日本人は見落
としているのではないかと感じています。日
本が中国に抜かれるというのは人口関係なし
で抜かれると騒いでいるわけです し、逆に言
うともう既に韓国は抜いているのだと。
　 さらにGNI、1人当たりの平均の賃金で
見ると、底辺がものすごく足を引っ張 ります
ので、年間の平均 ドルは1070ドルです(表
3参照)。それに対して中国は3940と。先ほ
どASEANの お話の中で もタイだと4000
ちょっとだとか、そのようなところもありま
した。その辺と比べるとまだまだなのかなと
いうイメージもあると思います。
　これはちょうど資料 として禁転載になって
いたので、皆さんにこういう資料があります
よということだけ書かせていただきました。
タイ、アジア、オセアニア日系企業活動実態
調査をJETROさんが2010年の1月 に出さ
れていて、これはホームページで検索すると
出てきます。その中で見つけた数字です。こ
れは日系企業の調査ですけれども、そこから
中国とインドだけ拾いました。製造業の作業
費こそまだ中国のほうが高いのですが、217
ドル、これは月収ベースです。それに対して
188ドル。エンジニアになった途端にちょっ
とですけれどもインドのほうが高くなってし
まいます。448ドルに対して450ドル。マネー
ジャーはどうなるかと言いますと、もう完全
にインドのほうが高 くなって、837ドルに対
して1034ドルということで、こういうとこ
ろがありますので、なかなか日系の企業が製
造業として出るのは難 しいというのが実態な
のではないかと感じています。
　インド経済の凄味について、成長率に関し
て言いますと、大体6%と か7%と いうこと
が言われています。農村部へ車で走っていく
と昔のままなのではないかと。農村部に関し
ての生産性はそんなに上がっていないだろう
なということを考えると、都市部がめちゃく
ちゃ伸びている。さらに不作の影響を受ける
と数%、2、3%は 下がると言われているよ
麗灘
　　　　　　繍灘霧簾慧譲　・'
　　 、 ・灘 騨 灘 購
顯
　 　 　 Iz
イン ドビジネスの今後 17
うですけれども、去年不作だったことを考え
ると都市部や工業などの経済は間違いなく平
均以上に伸びているのだろうと思います。
　 インド経済の凄味、もう1つ は12億人の
人口のインパクトということです、よく2億
人の富裕層 とか、3億 人の中流層などと言わ
れるので、去年のことですけれども、どこか
ら言われているのか、データを検索してみま
したら、裏付けになりそうなのがUSド ル2
万 ドル以一とというのが5000万世帯いる。そ
れに4人家族だとすると2億人いるでしょう
とか、USドルで5000ドルぐらいで7000万
世帯いるから3億人ですよとかということが
言われているようです。実際に去年の年末に
携帯保有台数が5億台を超えたといいますの
で、そんなに外れている数字でもないのかな
と思っています。口本の人口の倍の富裕層が
いるというのは凄いことです。
　それからもう1つ、よく人に説明するとき
に言っているのですけれども、今のインドで
は日本の歴史の段階を時系列ではなく、明治
維新から三種の神器、3C、バブルが同一空
間に今きている、存在 していますよと説明し
ます。日本の場合は義務教育が始まって、1
億総中流みたいな形で、隣の家にテ レビが
入っている、うちにも入 りましたとか、隣が
カラーテレビになったとか、隣が車を買いま
したというような形できたのです。今のイン
ドは実際街中にいると本当に基礎教育を受け
ていないような子供たちが働いているような
ところもありますし、それを見て 「まだまだ
インドは」とおっしゃる方もいらっしゃいま
す。そうかと思えば三種の神器ではないので
すが、農村部でやっと電気が通 りましたと。
テレビや冷尚輝 を買えるようになりましたと
いうようなこともあ ります。都市部の中間層
では3Cの 時代、カラーテレビ、クーラー、
カーだと言いますけれども、さすがにカラー
テレビが入るというよりは大型液晶テレビが
欲しいとか、車が欲しいというような世帯で
す。ここの世帯に向けて出されているのが多
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分タタの 「ナノ」という10万ルピーですの
で、大体20万円 ぐらいの車です。そういう
「ナノ」という車が売れている。実際に街中
を見ていると、オー ト三輪のリクシャーによ
く乗 りますけれども、そういうものに乗り合
いで乗せたり、スクーターは意外 と少ないの
ですが、バイクに3人 ぐらい乗って走ってい
るのを見ると、日本人の感覚からするとエア
コンも付いていない車で、ミラーも片一一方な
いなんてとんでもないと思いますけれども、
バイクに3入乗っているよりは安全だしとい
う感覚があるのかなと思います。それから、
バブル。ムンバイのショッピングセンターの
1階にどんとロールス ・ロイスの専業店
ショールームがあって、2006年か らずっと
ありますので相当台数うれているのだと思い
ます。高級ショッピングセ ンターへ行 くと
ヨーロッパブランドが日本で買うよりも高い
くらいの値段で普通に売られています。
　インドを見ていると、「ものを作れば売れ
る時代」が来ているなというの を実感 しま
す。街中というと昭和30～40年代の日本に
あったような個人商店がいっぱいあってもの
があふれているのです。街中に小さなスー
パーがちょこちょこできてきて、ショッピン
グモールも日本と変わらないようなものがあ
ります。そうかと思えば、タタ、リライアン
ス、ゴー ドレージといった財閥が巨大スー
パーを造っています。ただ、まだ苦戦はして
いるようです。これは生活パ ターンが車で大
量のものをまとめ買いをするような形に変化
していないからだと思いますけれども、そん
な感じです。これがリライアンスという財閥
のスーパー。夕方に撮ったのでちょっと薄暗
いですが、表側です。中はこんな感じで ドー
ンと広 くて、エスカレータで上がってきて、
ブランドのそういったものが並んでというこ
とで買い物をしている。
　まとめというところになりますけれども、
ある程度の教育レベルの人件費はたか く、底
辺では基礎教育がなされていないことを考え
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ると、まだまだインドというところでものを
作るというのは難しいといえます。しかし中
間層以上の所得が上がってきているという意
味では、ものを売りに行くのは面白いのでは
ないかなと考えています。
　 インドの場合は現在、世界 トップクラスの
産業があります。ITはそれこそ15年前の時
点で既にインド人が優秀であることがわかっ
ていて、アメリカからどんどん来ていたわけ
ですし、その当時からバンガロールというと
ころはインドのシリコンバレーなどといって
有名になっていたぐらいです。それからバイ
オ。さらにジェネリック医薬品なども強い。
実際にそういった大手企業に勤めているよう
なマネージャークラスであった り、中間層
は、日本円に直すと月収で30万とか50万ぐ
らい取っているようです。今はまだインドは
日本と比較すると物価は安いので、今の日本
人以上の」活ができる。だからこそバブルみ
たいな生活ができるのだなと感じます。
　 出張でインドへ行くたびに違和感を感 じて
いました。こういった数値などを調べる前で
すけれども、2006年にインドでマク ドナル
ドに入ったとき、マク ドナル ドのセ ットが
100ルピーしたのです。当時、ルピーは2円
くらいです、日本円に換算をすると200円く
らいです。当時日本のマクドナル ドで売れて
いたのは100円バーガーだったので、日本と
比べても変わらないではないかと感 じたので
す。そういったところに若者がたくさんい
て、平気で食べて談笑しているというのは数
字実態の年収 とかGNIなどとは違和感があ
るという感じなのです。そういった意味でも
のすごく格差があって、お金を取っている人
たちはものすごく高いものをもっています。
金持ちはヨーロッパの一流分ランドを好み、
日本人と変わらないような感性をもって、同
じような、もしかしたらそれ以上の生活をし
ている。
　そういった意味では、日本企業はその辺、
インドの金持ちを攻めるのが手なのではない
かと考えています。
　先ほどもご紹介のあった韓国メーカーだっ
たり、中国メーカーは特に家電は強いです。
インドに行 くと一番ショックを受けるのは、
街中で見るのがLGと かサムスンという宣伝
が幅を利かせていて、一流 ブランドとしての
認知をされています。日本のソニーやパナソ
ニックというのはあまり見ないというのが日
本人としてはちょっと寂しい限 りなのです。
彼らとしてみると、口本のブランドは知らな
い可能性すらある。ですので、大型液晶テレ
ビの売り場などは店で見ているとLGとかサ
ムスンがいっぱいありますが、パナソニック
とかソニーは値札があるけれどもものが飾っ
ていないとか、そのような状態だったりしま
す。そういった意味で今から攻めていくこと
を考えると、安い労働力とか安いものをねら
うよりは、ヨーロッパの高級ブランドが日本
でバブル当時に爆発的に売れたように、高い
けれどもいいものだよというものを持ってい
けば、それが認知され飛ぶように売れるとい
うことも可能性としてあるのではないかと、
そのように感 じています。
　大都市圏だけでも大きな可能性と書きまし
た。ムンバイだけで人口が1300万人 もいる
と言われています。12億のうちの富裕層の
上位2億 を狙 うと16%ですか ら、富裕層が
ムンバイだけでも200万人いることになりま
す。日本で考えてもお金持ちだけが200万人
いる都市などはなかなかないと思います。そ
ういったところに向けて商売をやるのは手
じゃないかなと。
　インド人が金持ちになって嗜好の変化をし
たと私が実感したことは笑い話みたいなこと
なのですが、2006年に私がダイエットをし
てちょっとやせていったら、「あまりやせす
ぎると貧乏人に見えるから、もうちょっと
太ったほうがいいんじゃないか」と盛んに言
われたのです。2008年末に行ったとき、ちょ
うど今から1年半前ですね。彼らがこぞって
聞くのです。つい2年前にやせすぎてどうし
たのだと言っていたのが、「どうやって、お
まえはダイエットをしたのか。どうやって2
年も維持しているんだ」ということを聞くよ
うになりました。そういった意味で、物質的
にものを持っていてたくさん食べ られること
がやはりステータスに近い感触をもっていた
のだと思うのですが、太っていることは健康
に悪いかえってスマー トな方が金持ちに見え
る。そういった意味では本当に日本人と変わ
らない感性をもちつつありますので、それに
対して何かを売れるのではないかなと。本当
に日本のものは安 くてレ・いものという形で今
まで来ていますけれども、これからはもしか
したら良いものだから高いという、お金持ち
に向けた商売ということもやっていく必要が
あるかもわからない。日本のポジションとい
うのは高級ブランドとしてどう認知できるか
ということを考えていく必要もあるだろうと
いうのを感じています。とは言うものの、大
手企業はボリュームも必要ですので、大手企
業さんはなかなかボリュームを捨てますとは
言えないでしょうから頑張っていただ くとし
て。
　逆に言うと中小企業はインドに製造しに行
くというよりは、売 りに行 くことが1つの手
なんじゃないかなと。まずは販売先ができた
ら、その後でインド国内で作ることも1つの
これからの戦略としては考えられるのではな
いかと考えています。実際に見ますと、これ
からインドから西ということを考えますと中
東、アフリカというのもこれか らの有望市場
であるととすれば、ある程度お金持ち向けに
インドを拠点として販売をしていくこともで
きるのではないかなと考えています。 とは
言っても中小企業にとってはインド進出はコ
ストは高いですので、1社1社 ではなかなか
出られないでしょうから、何らかの支援とか
仕掛けが必要なのだろうと感 じています。地
方の週小企業にとっては東京に進出するのが
大変だということで、各県のアンテナショッ
プというのがあるのを見ると、インドにも日
本のアンテナショップみたいなものを作って
もらって、我々の商品を並べられたらいいの
にと思って見ていましたら、つい先日経産省
さんがムンバイに大手企業と組んでアンテナ
ショップ事業をや り始めたと新聞にも書かれ
ていたので、中小企業にもそういった仕組み
の門戸を開いていただければいいなと感じて
います。
　本当に駆け足ですけれども、今インドとい
うのはものすごくチャンスがあるというお話
を、インドにたまに行 くビジネスマンという
視点でさせていただきました。なかなかイン
ドの現状というのは一言では語 りきれません
し、もちろん農村部に行けば農村部ならでは
の問題 もあると思いますが、私が商売をしに
出張に行った中で感じていること、都市部で
はものすごくものが売れているとか、そう
いった実感を発表させていただきました。そ
ういった意味では100年に一度の不況などと
言われていますけれども、もしかするとイン
ド市場を攻めていくことを考えれば、100年
に一度のチャンスが来ているのではないかな
と感じていることをご紹介させていただい
て、本当に駆け足ではありますけれども、こ
ういったところで終わらせていただきます。
あ りがとうございました。
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